
『AIとスマートメーター活用事例のご紹介
～フレイル検知を中心に～』

第6回中部社研時事フォーラム

お申込み等

お申込 ： 当財団ホームページまたは裏面参加申込書により

５月20日（金）までにお申込みください。
参加費： 無料 定 員 ： 上限500名

介護予防の観点からフレイル※の早期発見・介入のために自治体を始めとした様々な
努力がなされています。しかし、全高齢者に対して漏れなくフレイル診断を行うことは困難
です。本講演では、その解決策の一つとして、スマートメーターから取得可能な電力データ
とAIを活用したフレイル検知モデルについて紹介します。また、フレイル検知技術の社会実
装を通じた、地域が抱える介護予防問題の解決可能性について紹介します。

※フレイル…要支援・要介護の危険が高い状態。
65歳以上の11%→日本では300万人

2022年5月25日(水) 15:00～17:00日 時

開催方式 Web配信 （ZOOM ウェビナー）

ファシリテーター

愛知県立大学 情報科学部 教授 小栗 宏次 氏
〔ファシリテーター略歴〕

1990年、名古屋工業大学大学院修了（工学博士）。
1994年、愛知県立大学助教授。1998年、愛知県立大学教授。
2011年、東京大学リサーチフェロー。2012年、名古屋大学客員教授。

講師

株式会社ＪＤＳＣ

データサイエンティスト 金 岐俊 氏（左）

データサイエンティスト 吉井勇人氏（右）

株式会社ＪＤＳＣは、三重県東員町において、東京

大学・合同会社ネコリコ（代表社員：中部電力株式会
社）等と、「AIと電力データを用いたフレイル検知」に関す
る実証実験を実施しています。



E-mail: criser@criser.jp
ＦＡＸ：052-212-8782

『第6回中部社研時事フォーラム』参加申込書

貴社・貴団体名

ご所属

お役職

お名前

連絡先 電話

連絡先 ＦＡＸ

連絡先 メールアドレス（必須）

※上記にご記入いただいた情報は、公益財団法人中部圏社会経済研究所の「個人情報保護方針」に則り
適切に使用いたします。

※Web開催につきましては、インターネットの通信状況により、接続が不安定になる可能性がございます。予め
ご了承ください。
※ZOOMウェビナーにご参加いただくためのＵＲＬをメールにて、前々日までにお送りします。

＜問い合わせ先＞

公益財団法人 中部圏社会経済研究所
企画調査部 石橋

〒460-0008 名古屋市中区栄四丁目１４番２号
久屋パークビル３階

Tel: 052-212-8790 FAX:052-212-8782
E-mail: criser@criser.jp

財団ホームページからも
お申込できます

https://www.criser.jp/
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